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＜要旨＞  
本研究では、地域の公共交通を持続可能なものとするための方策として、まずは、スマートフォンや
IC カードを用いたデータ取得、キャッシュレス決済の仕組み作りをおこなう。その理由は、岩手県内
における現在の公共交通、特に乗合バス事業を見ると、利用者は、現金か回数券、バスカード、定期券
を運賃の支払いに使っているが、バスカード以外は乗降データを取ることができず、運行系統毎の売
り上げ実績を捉えることは難しく、そのバスカードですら、DOS 時代のシステムを使っているため、
サービスがまもなく終了するということで、データを取りやすい電子的なシステムが求められている
ためである。しかしながら、現在使用されている電子的なシステムは、Suica に代表される交通系 IC
カードで、交通需要の少ない地方にとっては、高性能でなくて良いので安価なシステムが求められて
いる。2019 年度は、システム概要の検討や導入するフィールドとの調整を行った。 
 
１ 研究の概要 
本研究は、全国各地に浸透している交通系ＩＣカード
による公共交通利用ができない、導入や維持管理コスト
と収入が見合わない地方部において、電子的な仕組を用
いた利用者情報や運行情報の取得、キャッシュレス決済
の導入を目指すため、システム開発とフィールドへの展
開を行う。 
 公共交通、特に、乗合バスにおいては、上記の要旨で述
べているとおりであり、運行サービスが、利用者にどの
程度届いているのか把握しにくい。また、自治体が計画
をして、運行委託したり、補助金を出したりして運行す
る乗合バスや乗合タクシーについては、便ごとの利用者
数を運転手が手動でカウントし、その都度、用紙に記載、
営業所などで手入力し、電子データとしていることが多
い。そして、自治体へは、毎月１回の報告というところが
多い。スマートなデータ収集ではなく、利用者の情報を
適宜把握できず、遅延運行や安全性の問題があるかもし
れない。 
 岩手県内においても、一部、キャッシュレス決済とし
て、QRコードによるもの、交通系ICカードによるものな
どがあるが、ごく少数の導入にとどまっている。 
 
２ 研究の内容 
今年度の研究内容としては、本研究が目指すシステム
の試験導入のフィールドを選定し、フィールドとの調整
を経て、フィールドと大まかな内容を検討することであ
った。 
 上記を受け、システム開発担当の（株）ぴーぷるとの協
議から、どのような技術を用いるのか、どのような仕組
とするのかなどを決めていった。 
３ これまで得られた研究の成果 
本研究のこれまでの成果としては、試験運用するフィ
ールドが決まり、実施期間や内容の調整が進んでいるこ
と、既存のスマートフォンや市販されている FeliCa-IC
カードを利用してのシステムづくりをすることになった
ことである。写真１は、Android のスマートフォンの
FeliCa読み取り部分に、延長アンテナを付けた様子であ
る。スマートフォンの画面に様々な表示をさせながら、
ICカードをタッチしてもらうことができる。 
 
 
写真１：NFC延長アンテナ、写真２：使用イメージ 
 
４ 今後の具体的な展開 
試験導入する 2 つのフィールドと、具体的なシステム
内容や実施方法を検討して、10〜11月頃に実施する。そ
の後、同じフィールドで、追加機能を試したり、新たなフ
ィールドに同様のシステムを試験導入したりする予定で
ある。いずれは、公共交通以外でのデータ取得、キャッシ
ュレス決済、地域通貨などに展開したいと考えている。 
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